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人
口
対
比
の
着
工
で
世
界
的
な
新
築
住
宅

の
減
少
傾
向
が
、顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
高
を
背
景
に
、世
界
的
に
住
宅
供
給
は
伸
び
悩
み
、今
後
は
住
宅
探
し
の
発
想
の
転
換
が
迫
ら
れ
そ
う
。

　
日
本
の
新
築
住
宅
着
工
棟
数
は

2
0
2
5
年
、
前
年
比
6.5
％
減
の
約

74
万
戸
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
20

年
前
よ
り
も
約
4
割
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
人
口
対
比
で
は
25
年
は
、

1
0
0
0
人
当
た
り
約
6
戸
と
66
年

前
の
1
9
6
0
年
代
初
め
以
来
の
少

な
さ
で
す
。
こ
れ
は
日
本
ば
か
り
で

は
な
く
、
図
・
1
の
よ
う
に
世
界
的

な
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要

因
は
、
中
東
情
勢
な
ど
の
影
響
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
の
場
合
は
、

25
年
の
「
住
宅
の
省
エ
ネ
規
制
強

化
」
な
ど
の
特
殊
な
要
件
も
着
工
減

少
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
日
本
は
、
欧
米
よ
り
も
新
築
信
仰

が
根
強
く
、
欧
米
諸
国
に
比
較
し
て

圧
倒
的
に
人
口
対
比
着
工
は
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年
は
明
確
に

減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
新
築
が
落
ち
込
む
一
方
で
、
中
古

住
宅
の
改
修
も
ナ
フ
サ
を
原
料
と
す

る
資
材
不
足
の
影
響
で
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
中
東
情
勢
に
よ
る
供
給
混
乱
の
他

に
、
日
本
の
場
合
は
、
人
手
不
足
な

ど
構
造
的
な
要
因
も
大
き
い
よ
う
で

住
宅
価
格
の
高
止
ま
り
も
予
測
さ
れ

人
口
減
の
中
、国
内
の
建
築
人
材
の

不
足
は
か
な
り
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

約
9
0
0
万
戸
の
中
古
住
宅
の
流
通
を

促
す
こ
と
が
課
題
解
決
の
糸
口
の
一
つ
？

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

https://www.matsushitataka.co.jp/

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
目
的
は
23
年
時
点
の
空
き
家
戸

数
が
約
9
0
0
万
戸
も
あ
り
、
こ

の
中
古
住
宅
の
流
通
を
促
す
こ
と

が
目
的
解
決
の
糸
口
と
な
る
は
ず

で
し
た
が
、
空
き
家
の
う
ち
、
売

買
や
賃
貸
な
ど
に
活
用
す
る
な
ど

の
目
的
が
決
ま
っ
て
い
な
い
「
そ

の
他
の
空
き
家
」
が
約
3
8
6
万

戸
あ
り
、
国
土
交
通
省
に
よ
れ
ば
、

そ
の
う
ち
約
7
割
が
耐
震
性
が
不

足
す
る
か
、
耐
震
性
は
あ
っ
て
も

壊
れ
た
り
、
腐
っ
た
り
し
て
修
繕

が
必
要
で
す
が
、
大
工
の
減
少
が

影
を
落
と
し
て
お
り
、
劣
化
度
合

い
や
作
業
環
境
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
修
繕
現
場
で
は
新
築
に
比
べ
て

木
材
の
事
前
加
工
な
ど
新
築
で
普

及
し
て
い
る
省
人
化
技
術
も
導
入

し
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
空
き
家
が
多
い
地
方
の
郊
外

で
は
、
建
設
人
材
の
不
足
が
特
に

深
刻
で
住
宅
資
材
の
価
格
高
騰
も

修
繕
の
支
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
も
含
む
中
古
住
宅
の
全

て
を
活
用
す
る
の
は
無
理
で
、
新

築
は
増
え
に
く
く
、
中
古
も
快
適

に
住
め
る
状
態
へ
の
修
繕
が
難
し

く
、
逆
に
修
繕
不
要
な
状
態
の
良

い
中
古
住
宅
は
高
止
ま
り
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
住
宅
の
確
保
に
は
、

こ
う
し
た
事
情
を
念
頭
に
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
立
地
の
選
択
肢
を
広
げ
て

物
件
を
探
す
こ
と
。
次
に
購
入
の

資
金
計
画
は
価
格
の
値
上
が
り
だ

け
で
な
く
、
修
繕
費
が
今
後
、
上

昇
し
て
い
く
こ
と
も
含
め
て
計
画

を
立
て
て
お
く
こ
と
住
宅
の
新
築

や
修
繕
は
、
契
約
前
に
着
工
後
の

コ
ス
ト
上
昇
や
工
事
遅
延
の
場
合

の
条
項
を
確
認
し
不
十
分
な
場
合

は
交
渉
し
て
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
場
合
は
、
松
下

孝
建
設
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お

聞
き
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

戸
建
て
供
給
の
中
堅
企
業
に
も
倒
産

が
相
次
い
で
お
り
、
国
内
の
住
宅
供

給
に
は
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ナ
リ
ス
ト
の
見
解
で
は
、
特
殊

要
因
は
、
我
が
国
の
住
宅
が
抱
え
る

　
特
に
不
足
し
て
い
る
の
は
、
大
工

職
で
2
0
2
0
年
ま
で
の
20
年
間
で

ほ
ぼ
半
減
し
、
現
在
は
30
万
人
を

切
っ
て
い
ま
す
。
2
0
3
5
年
前
後

に
は
、
15
万
人
も
割
り
込
む
見
込
み

で
人
員
の
回
復
の
見
込
み
は
、
ほ
ぼ

ゼ
ロ
と
い
う
識
者
の
見
解
で
す
。

　
欧
米
の
状
況
も
人
手
不
足
な
ど
の

住
宅
供
給
制
約
は
国
際
的
な
現
象

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
間
、
金
融
緩

和
や
在
宅
勤
務
増
加
で
起
き
た
住
宅

建
築
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
後
は
、
日
本

と
同
じ
よ
う
に
欧
米
で
も
人
口
対
比

の
新
築
が
落
ち
込
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
個
人
消
費
が
比
較
的
堅
調
な
米

国
に
進
出
し
た
日
本
の
大
手
住
宅
供

給
会
社
の
ダ
イ
ワ
ハ
ウ
ス
や
積
水
ハ

ウ
ス
な
ど
は
、
米
国
進
出
と
同
時
に

現
地
に
大
工
学
校
を
開
校
し
、
職
人

育
成
か
ら
開
始
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
欧
米
主
要
国
で
も
解
決
が
難
し

い
新
築
住
宅
の
供
給
制
約
で
す
が
、

住
宅
供
給
全
体
に
占
め
る
新
築
比
率

は
、
欧
米
で
は
2
割
前
後
が
多
い
の

に
対
し
、

日
本
の
場

合
は
、
最

新
の
２３
年

で
も
8
割

程
度
に
上

る
か
ら
で

す
。
我
が

国
の
場
合

は
、
人
口

は
減
少
し

て
い
る
も

の
の
、
住

宅
建
築
の

基
礎
単
位

で
あ
る
世

帯
数
は
現

在
な
お
拡

大
し
て
お

り
、
新
築

の
落
ち
込

み
で
需
給

が
厳
し
く

な
る
と
住

宅
の
価
格

高
騰
が
加

速
し
か
ね

新
築
不
足
時
代
の
住
宅
選
び
と
資
金
計
画
！

新
築
が
落
ち
込
む
一
方
、中
古
改
修
も
ま
ま
な
ら
な
い
、住
宅
供
給
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
！

課
題
の
顕
在
化
を
加
速
さ
せ
た
だ
け

で
、
特
殊
要
因
が
な
く
な
っ
た
と
し

て
も
、
人
手
不
足
は
基
本
的
に
変
わ

る
こ
と
は
な
く
、
新
築
が
本
格
的
に

上
向
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
分
析

供給制約から人口に対する住宅新築は世界的に減速傾向
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・立地などの選択肢を広げて、幅広く物件探し

・資金計画は販売価格以外に修繕費上昇も念頭に

・新築や修繕の契約前にコスト上昇や遅延の条項を確認・交渉

・賃貸の場合も改修費が家賃へ転嫁の可能性。資金準備を
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□住宅に関する資料等もフリーダイヤルにてご請求下さい。
　資料等をお送り致します。 0120 -079 -089
https://www.matsushitataka.co.jp/

高性能住宅が当たり前になった現在、住宅はますます使いやすさと現

実的な暮らしの快適性が求められるようになりました。これから始ま

る「住宅100年時代」にふさわしい本物の住宅をご覧ください。

鹿児島和楽 I I モデルハウス好評公開中!!粋空間
プロジェクト

SU I

新時代の「和楽モデル II」鹿児島市中山に完成！

外玄関の扉をくぐり、開放的なエントランスホールと樹脂サッ

シ・木製デッキで、イタリアのコルティーレを思わせる中庭

の空間構成。この家の圧倒的なデザイン性は、この家の住み

やすさと住宅性能・機能性・耐久性能の高さを示しています。

平屋の建築基準に沿った高さ制限（1.4m）内で行う設計手法

にスキップフロアがあります。屋内駐車場や物置などとスペー

ス共有を行うなど、設計力で住宅の印象ポイントになります。

優れたデザイン性は、住宅性能と直結する。

合理的に工夫された動線が、快適な住宅を創るポイント。

33％

36％

大工減少


